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【 請 求 項 １ 】
　 始 動 条 件 が 成 立 す る こ と に 基 づ い て 識 別 情 報 を 変 動 表 示 す る 可 変 表 示 手 段 を 備 え た 遊 技
機 に お い て 、
　 前 記 可 変 表 示 手 段 可 能 に 取 り 付 け る 枠 体 と 、
　 前 記 可 変 表 示 手 段 を さ せ る 駆 動 手 段 と 、
　 所 定 の 条 件 が 成 立 す る こ と に 基 づ い て 前 記 可 変 表 示 手 段 を さ せ る よ う に 前 記 駆 動 手
段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 含 む 可 変 表 示 装 置 を 備 え

こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】

が 回 動 軸 支 さ れ て ら れ
回 動

回 動
、

　 前 記 可 変 表 示 手 段 は 、 そ の 表 面 側 と 裏 面 側 に 、 識 別 情 報 を 表 示 す る 表 示 部 を そ れ ぞ れ 備
え た

　 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 に お い て 、
　 前 記 可 変 表 示 手 段 は 、 当 該 遊 技 機 を 正 面 視 し た 状 態 で 水 平 方 向 に 複 数 個 並 べ て 設 け ら れ
、
　 前 記 複 数 個 の 可 変 表 示 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 縦 軸 を 中 心 に 回 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 互 い の 回
動 を 妨 げ な い 程 度 の 間 隔 を 空 け て 配 設 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。

　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 に お い て 、
　 さ ら に 、 前 記 可 変 表 示 装 置 は 、
　 前 記 可 変 表 示 手 段 の 裏 面 側 に 遊 技 媒 体 を 貯 留 す る 貯 留 部 と 、
　 前 記 貯 留 部 に 遊 技 球 を 誘 導 す る 誘 導 手 段 と
　 を 備 え 、
　 か つ 、 前 記 可 変 表 示 手 段 の 回 動 に 伴 っ て 前 記 貯 留 部 の 遊 技 球 が 流 下 す る 開 口 を 形 成 す る
も の で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
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